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１．はじめに
　本書は，マクロ経済学の第一人者によって書かれた教科書であり，現在の学会におい
て最も標準的なマクロ経済理論といえる均衡景気循環論の立場に立っている。このよう
に書けば，多数の類書が存在する中で，また無難な一冊が追加されたのだろう，と思わ
れるかもしれない。しかし現実はまったく逆である。いくつかの試みはあるものの，前
提となる知識をまったく持たない初学者を強く意識して書かれた均衡景気循環論の教科
書は極めて少ない。なぜこのような教科書がなかなか出現しなかったのだろうか。それ
は近年発達した標準的マクロ経済学の理論を平易に解説することが極めて難しい，とい
うことに尽きる。均衡景気循環論のどこが難しいのか，また，それをやさしく解説する
ため本書ではどのような工夫がなされているのか，を理解するためには，均衡景気循環
論の特徴を確認することから始める必要があるだろう。
２．マクロ経済理論のミクロ的基礎
　従来，学部学生向けのマクロ経済学はケインズに始まりヒックスによって整理された
モデル（以下，伝統的ケインズ・モデルとよぶ）を軸に講義されてきた。しかしこのモ
デルは経済学の本道ともいうべき標準的ミクロ経済理論とは異なる側面を持っていた。
　ミクロ経済学では，生産量は需要と供給が一致する水準に定まるとされる。しかし伝
統的ケインズ・モデルでは労働市場や生産物市場における需要量は供給者が望ましいと
考える供給量よりも小さく，取引量は需要側のみに制約されて決まると想定されていた
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のである。この考え方からは，総需要の減退により生じる不況は悪であり，不況期には
政府支出の拡大，金融緩和などの総需要刺激政策を通して経済を活性化させるべきだ，
とする結論が導かれた。これは70年代まで標準的なマクロ経済理論として位置づけら
れ，今日でも多くの人々に受け入れられている。
　ミクロ経済学では，家計の好み，企業の生産技術，労働人口などの資源制約，および
市場の構造といった経済的ファンダメンタルズのみを与えられたものとし，さまざまな
経済変数間に存在するその他の関数関係（たとえば需要曲線や供給曲線など）は家計や
企業の最適化行動などから導出されるべきものとされる。ところが伝統的ケインズ・モ
デルは，消費関数や投資関数など，マクロ経済変数間にいくつかの安定的な関係がある
と「仮定」し，それらを組み合わせることで成り立っていた。学習者は，たとえば消費
は GDPの増加関数であり，投資は利子率の減少関数である等々，仮定された関数関係
を直感的に了解し（それぞれの関数について，それを正当化する個別のモデルが示され
ることもあるが，全ての関数を統一的に説明するミクロ経済学的基礎は示されない），
次にそれらの関数を組み合わせた連立方程式の解の性質を調べることでマクロ経済を理
解したことになる。したがって伝統的ケインズ・モデルを学習する際に必要となるミク
ロ経済学の知識は少なく，マクロ経済学とミクロ経済学はそれぞれ独立して学ぶことが
可能な分野として位置づけられることとなったのである。
　しかし80年代以降，伝統的ケインズ・モデルはオイル・ショック，深刻化する財政赤
字，インフレーション等を契機としてさまざまな批判にさらされ，ミクロ経済学的な側
面を取り込みながら発展することになった。従来のモデルは価格調整が十分に行われな
い短期の理論として位置づけられ，それに供給面の分析と価格調整メカニズムを挿入し
たものが長期の理論として付け加えられた。その結果，需要ショックは景気に短期的影
響を与えるが長期の生産量は主として供給面で定まる，というようにマクロ経済のモデ
ルは２本立てになった。今日，ほとんどの教科書で解説されるマクロ経済理論はこれで
ある。
　伝統的ケインズ・モデルに対する批判はこれだけでは終わらなかった。それまで安定
的な関係と見なされてきた消費関数や投資関数などは，経済環境の変化に応じて形を変
えることが認識されるようになったが，このことは従来モデルが経済環境の変化に対す
るマクロ経済の反応を分析するためのツールとしては不十分であることを意味する。企
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業や家計が経済環境の変化にどう反応するかを考えるためには，ミクロ経済学の方法論
にしたがって，彼等の行動がどのように導出されたのかを明らかにする必要があろう。
したがって研究者の間ではミクロ経済学的基礎を持った新しいマクロ経済モデルが模索
されるようになったのである。
３．均衡景気循環論
　完全なミクロ経済学的基礎を備えたモデルとして第一に想起されるものはアロー，ド
ブリュー，マッケンジー等によって完成された一般均衡モデルであろう。しかし多様な
家計と多様な企業が多数の財を互いに取り引きし合うような一般均衡モデルはあまりに
一般的であり，そのままではマクロ経済の分析者が関心を持つ定量的研究の役に立たな
い。そのため一般均衡モデルをマクロ経済学の問題関心にあわせて特定化，あるいは単
純化することが行われた。そこで採用された重要な仮定の一つは，マクロ経済全体の家
計部門が一人の代表的個人に集約できる，とするものである。一般均衡モデルでは，市
場は効率的な資源配分を実現することが知られている。したがって，代表的家計が存在
するならば，市場均衡を求めることと，技術・資源制約の下で代表的家計の満足を最大
にする問題を解くことは同値である。この事実は市場の分析を劇的に容易にする場合が
ある。
　ところで一般均衡論にしたがって考えるならば，経済的ファンダメンタルズに変化が
無い限り，市場が実現する資源配分は変動しない。この立場に立って解釈するならば，
景気変動は技術ショックなどに対し経済システムが正常な反応をした結果生じたもので
なければならない。このような考え方を実物的景気循環論という。ほとんどの経済学者
は実物的景気循環論が新しいマクロ経済理論の基礎となることを認めているし，それは
オイル・ショック期におけるマクロ経済の動向をうまく説明するなど，一定の成果を挙
げている。しかしこのアプローチだけで景気変動という現象を十分に理解できると考え
る経済学者は少ない。
　第一に，実物的景気循環論の帰結には我々の常識と合わないものが多く含まれてい
る。たとえばマクロ的な変動を引き起こすほどの技術ショックが日常的に起こっている
と考えるのは自然だろうか。また全ての景気変動は合理的な家計と企業が外生的な技術
ショックに最適に反応した結果であり，そこで発生する雇用の変化も全て自発的なもの
169
102 早稲田商学第 425 号
であるとするなら，大多数の国民が総需要管理政策による景気安定化を歓迎するのはな
ぜであろうか。
　実物的景気循環論の第二の問題点は，貨幣的ショックが実体経済におよぼす影響力を
うまく説明できないことである。一般均衡モデルは元来，貨幣を含まないモデルであっ
たが，家計の効用関数に貨幣保有の実質残高を含めるなどの変更を行えば，そこに貨幣
を導入することは可能である。しかし，そのようにして作られた貨幣的マクロ経済モデ
ルにおいて，貨幣的ショックは短期的にも実体経済にほとんど影響を与えないことが知
られている。これは我々の常識とは食い違うものであり，極めて小規模な伝統的ケイン
ズ・モデルが貨幣的ショックの影響力を説明できたことと対照的である。
　このような実物的景気循環論の欠点は，それが摩擦の無い理想的な市場を想定してい
ることに起因するのかもしれない。そのため，求職者のサーチ活動，価格誤認，物価や
名目賃金率の硬直性など，現実の経済に存在するさまざまな摩擦をモデルに取り込む努
力が精力的に続けられている。これらを考慮することにより理論モデルのふるまいは現
実の経済データとほぼ整合的になり，貨幣的ショックが実体経済に大きな影響を与える
ことも説明できるようになった。このように，実物的景気循環論に貨幣や市場の摩擦を
取り込み，景気変動の要因として技術的ショックのみならず貨幣的なショック，その他
の需要ショックまでを考慮する理論が本書で解説される均衡景気循環論なのである。
　しかしマクロ経済モデルに完全なミクロ経済学的基礎を求めることは，学部教育の立
場から見れば過酷な要求である。マクロ経済を分析する以上，消費，雇用，貯蓄，投資
などは最低限モデル内で説明される必要がある。また経済環境の変化がもたらす短期的
影響と長期的影響を区別して議論するためには，永続的な経済を考えるのが便利であ
る。これらの要請は，各期において消費財，労働という２種類の財が存在する無限期間
の動学的一般均衡モデルをベースにしてマクロ経済モデルを構築しなければならないこ
とを意味する。一般的なミクロ経済学の講義でもせいぜい２財の一般均衡モデルが紹介
される程度であることを考えれば，この無限の財を含んだ一般均衡モデルに貨幣やさま
ざまな摩擦を組み入れることで完成する均衡景気循環論を，ミクロ経済学と並行して学
ぶ初級コースの中で講義することは，至難の業であるといわなければならない。
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４．本書の特色と構成
　どうすればこの複雑な理論を平易に解説することが可能になるのだろうか。84年に出
版された本書の旧版において，バローは一つのラディカルな提案をしている。それは，
各期における企業の（静学的）利潤最大化行動と家計の動学的選択問題を直感的に理解
させた上で，恒常所得仮説，所得効果，代替効果といった概念を駆使すれば，数式展開
に頼ることなく実物的景気循環論の概要を理解させることは可能だというものである。
この方法では，読者は数学やミクロ経済学の前提知識をほとんど要求されないが，その
代わりバローの用意するいくつかの概念を完全に理解し，それらを何重にも組み合わせ
ることによって進む論理の展開を丁寧に追いかける必要がある。旧版は当時，画期的な
テキストとして広く読まれたものであるが，伝統的ケインズ・モデルを採用した当時の
標準的テキストに比べれば「難しい」という印象を免れることはできなかったろう。
　その後20年以上の年月がたち，実物的景気循環論は均衡景気循環論へ発展するととも
に，バロー自身も「本格的なマクロ経済学を学生にわかりやすく興味をかきたてるよう
に教える能力を高めてきた」ことから本書は生まれた。動学的経済分析に付きものの諸
概念，たとえばノー・ポンジー・ゲーム条件，ハミルトン関数，オイラー条件，フェー
ズ・ダイアグラムといった数学的概念のみならず，効用関数や無差別曲線といったミク
ロ経済学の基本的概念すら用いることなく均衡景気循環論の本質を解説する手腕は驚愕
に値する。
　本書についてもう一つ特筆すべきことは，簡単なモデルからはじめ，一つの命題が導
かれる度に，それとデータの整合性を確認し，必要とあらばモデルを拡張してゆく，と
いう論理実証主義的なスタイルをとっている点である。これにより本書は説得力を増す
だけでなく，読者は徐々に真犯人に迫ってゆく推理小説を読むような知的興味を覚える
ことだろう。
　最後に，本書の構成にしたがってその内容を概観しておこう。第１部で GNPなどマ
クロ経済の基礎概念を丁寧に説明しデータを概観した後，第２部ではソローの経済成長
モデルが解説される。バロー自身が経済成長理論の分野における屈指の研究者であるこ
ともあって，この部分には120ページ以上が割かれており，収束や条件収束の概念，
AKモデル，内生的成長理論など専門性の高い内容までが極めてわかりやすく説明され
る。また貧困国の救済方法をめぐり，バロー自身が人気ロックグループの歌手と議論を
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闘わせた体験をコラムで紹介するなど，読者の興味を引きつける工夫がちりばめられて
いる。
　第３部，第４部ではバローのアプローチにしたがって実物的景気循環論が解説され，
技術的ショックが景気変動の主要な要因であるとする考え方が米国経済のデータと相当
程度に整合的であること，またそのモデルに貨幣を導入しても，貨幣的ショックが実体
経済に与える影響は限られたものであることなどが示される。また，ここでは求職者の
サーチ活動や資本稼働率もモデルに導入され，そうした理論モデルの予想がデータと整
合的であることも示される。
　第５部ではモデルに政府の財政活動が導入され，財政支出や課税の効果が議論される
が，そこでの議論は伝統的ケインズ・モデルとは対照的であり，両者を対比させて読む
ことができる読者にとっては知的な刺激に満ちたものになるだろう。政府が生産物の一
部を財政支出として消費してしまえば，民間が利用できる生産物は減少する。その意味
で財政支出は負の技術ショックと似た効果を持つものとして扱われる。たとえば政府支
出が一時的に増えれば GDPは拡大すると予想されるが，それは伝統的ケインズ理論で
主張されるように総需要の拡大が経済を活性化させるからではなく，それによって消費
が減少することを嫌う家計がやむを得ず労働供給を増やしショックを和らげようとする
ことから起こるのである。また一時的減税を行っても，政府が財政支出の将来計画を変
更しない限り実体経済には影響がないとする「等価定理」も，その理論の主要な貢献者
自身によりわかりやすく説明される。
　第６部では価格誤認モデル，ニュー・ケインジアン・モデルなど，これまでは大学院
レベルで扱われてきたような素材が見事に要約される。ここでは，それぞれのアプロー
チが要領よく比較されており，複雑なモデルの中に迷い込んで全体像が見えにくくなっ
ているマクロ経済学研究者も極めて有益な示唆を得ることができるだろう。第７部は国
際マクロ経済の分析に充てられており，貿易収支や購買力平価説と利子平価説による為
替レートの理論などが解説される。
　本書は，モデル分析の意義や国民所得統計の丁寧な説明から始まっていることからも
わかるように，前提知識をまったく持たない初学者を意識して書かれており，また一般
の読者にとってマクロ経済学の学習はこれ一冊で十分である，という信念をもって書か
れている。翻訳も巧みであり，本書はマクロ経済学の入門書として推薦できる一冊であ
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る。しかし，ここで展開される議論は（学会レベルでは標準的なものであるとしても）
現時点の学部教育における標準的内容からはかけ離れている。ここでは完全に省略され
ている伝統的ケインズ・モデルは，依然としてマクロ経済学を学ぶ者が当然知っておく
べき知識と見なされている現状において，本書がバローの意図したような形で読まれる
ことは少ないだろう。しかし従来の教科書だけでは飽き足らず，新しいマクロ経済学を
学びたいと思っていながら，その数式展開や必要とされる前提知識に違和感を覚える読
者にとって本書は福音となろう。また，より数理的なモデル分析を通して均衡景気循環
論を学んだ読者にとっても，本書はこれまで得られた知識の直観的理解を深める上で極
めて有益な一冊だといえる。
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